
産業構造の柔軟化に向けた技術的経営(MOT)手法の開発産業構造の柔軟化に向けた技術的経営(MOT)手法の開発( )
未来ビ クル客員プロジ クト（デスバレ のROAの応用）未来ビークル客員プロジェクト（デスバレーへのROAの応用）未来ビ クル客員プロジェクト（デスバレ へのROAの応用）

経営コア経営コア

製造業 部 自 車産業国内製造業は中部地域の自動車産業
に特化している。に特化している。

新産業・事業の開始には創業当初 デスバレー（赤新産業 事業の開始には創業当初、デスバレ （赤
字期間）を耐える必要がある DCFによるバイオベ字期間）を耐える必要がある。DCFによるバイオベ
チ のデ バレ 直面状況を再現するンチャーのデスバレー直面状況を再現する。

種類 プ 使 る 点推定法 ジ 負 を 変換 た２種類のオプション使用による１点推定法にてオリジナルの負のNPVを正のENPVに変換した。

オプシ ンによる期待NPVの改善及びリスク（ボラテ リテ ）低減の効果例
オプション有無の３ケースのNPV・ENPVの分布の比較

オプションによる期待NPVの改善及びリスク（ボラティリティ）低減の効果例
オプション有無の３ケ スのNPV ENPVの分布の比較

まとめ意思決定変数（例：ロイヤルティ支払）に関するENPVの確率的最適化の例 まとめ意思決定変数（例：ロイヤルティ支払）に関するENPVの確率的最適化の例
中部地域の自動車産業への一極集中は、リスクの中部地域の自動車産業 の 極集中は、リスクの
高い産業構造であり 新産業創出にための経営手高い産業構造であり、新産業創出にための経営手
法が望まれる そのためには 創業時のデスバレ法が望まれる。そのためには、創業時のデスバレー
克 法が必 な克服法が必要となる。
ROA（リアルオプション分析）は、１点推定法ながらROA（リアルオプション分析）は、１点推定法ながら
負のNPVを正のENPVに変換できる可能性を有する負のNPVを正のENPVに変換できる可能性を有する。

カ シミ シ パ メタ 設定モンテカルロシミュレーションでのパラメターの設定
によって、リアルオプションの使用に伴い、期待収益によって、リアルオプションの使用に伴い、期待収益
を改善し同時にリスクを削減できる可能性があるを改善し同時にリスクを削減できる可能性がある。
また 確率的最適化の手法によ て ENPVを最大また、確率的最適化の手法によって、ENPVを最大

化する意思決定変数の経時的に最適な値を決定で化する意思決定変数 経時 最適な値を決定
きる。きる。



自動車産業からの多角化のための技術的経営（MOT）手法の開発自動車産業からの多角化のための技術的経営（MOT）手法の開発自動車産業 多角化 技術的経営（ ）手法 開発
未来ビ クル連携融合プ ジ クト未来ビークル連携融合プロジェクト未来ビ クル連携融合プロジェクト

（オ プンイノベ ションに向けた戦略的提携に関するオプションゲ ムの応用）（オープンイノベーションに向けた戦略的提携に関するオプションゲームの応用）（オ シ 向け 戦略 提携 関するオ シ ゲ 用）
経営 ア経営コア経営コア

柔軟性と ミ トメ トとの最適化柔軟性とコミットメントとの最適化 問題意識：問題意識：

リ オプシ には柔軟性と う効果と同時に不確実リアルオプションには柔軟性という効果と同時に不確実リアルオプションには柔軟性という効果と同時に不確実
性が低下するまで待つことによる競合リスクが存在する性が低下するまで待つことによる競合リスクが存在する。

故に リアルオプションの柔軟性の価値とゲーム理論に故に、リアルオプションの柔軟性の価値とゲ ム理論に
よる ミ トメ トとの価値との間のト ドオ の最適化よるコミットメントとの価値との間のトレードオフの最適化よる ミット ントとの価値との間のトレ ドオフの最適化
が必要となるが必要となる。

この課題に対する新しい方法論がオプションゲームであこの課題に対する新しい方法論がオプションゲ ムであ
るる。。

デ グNPVに関する市場規模とボラティリティ（リスク）とのトレードオフ ３次元モデルの２次元へのマッピング関す 場規模

次２次元化

３領域タイプのゲームツリーへの展開３領域タイプのゲ ムツリ の展開

タ プ ゲ
タイプAのゲ ムツリ タイプBのゲ ムツリ

タイプCのゲームツリー
タイプAのゲームツリー タイプBのゲームツリー

まとめまとめ
開発成果共有戦略におけるNPV・市場規模・リスクとの関係 バイオベンチャ のような高度な開発成果共有戦略におけるNPV 市場規模 リスクとの関係 バイオベンチャーのような高度な

技術を有していても資金力の弱技術を有していても資金力の弱
い企業が ライセンスアウト 共い企業が、ライセンスアウト・共企業 、ライ ン アウ 共
同研究で大企業と提携する際に同研究で大企業と提携する際に
は 予めスピルオーバー効果をは、予めスピルオ バ 効果を
予測して 成果共有に関する事開発成果共有戦略では 予測して、成果共有に関する事開発成果共有戦略では、

専有戦略に比較し ピ

予測 、成果共有 関する事
前契約をする必要がある オプ専有戦略に比較してスピル 前契約をする必要がある。オプ専有戦略に比較して ル

オ バ 効果が生じる ションゲームはその際の最適なオーバー効果が生じる。 ションゲ ムはその際の最適な
条件の決定に活用できる可能性条件の決定に活用できる可能性条件 決定 活用 能性
を有するを有する。


